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第２号様式 

令和２年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 三沢市立中央保育所 

指 定 管理 者 名 社会福祉法人 鳳鳴会 

指 定 期 間 平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

入所児童数 １，１０８ １，０６１  

延長保育利用児童数 ９６９ １，１２５  

一時預かり利用児童数 ６４７ ９９９ コロナウイルス感染症の影響 

障害児保育利用児童数 ０ ０ 対象児童がいなかったため 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 １０７，４４８ 人件費 ８３，５６１ 

利用料金 １，０８３ 維持管理費 ９，５６２ 

その他 ５，０７７ 事業費 １９，０１５ 

  その他 １，１８３ 

合計（①） １１３，６０８ 合計（②） １１３，３２１ 

  収支差額（①－②） ２８７ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜サービスの提供＞ 

・コロナウイルス感染症、感染予防の観点から、大きな行事について中止を含めて検

討しましたが、ほとんどの行事を中止せず、内容を簡素化する、参加人数を減らすな

どして実施しました。また児童だけで出かける小遠足は、他者との接触を防ぐため法

人内他施設の広場を活用するなどして実施しました。 

・『玄関の靴箱を防寒靴が入るものに変えて欲しい』『コロナの影響で保育所内に入る

ことができないので、子どもの作品をどこかで見られるようにして欲しい』という保護者

の要望に応え、玄関の靴箱交換工事と靴箱の上を展示スペースとする工事を実施し

ました。 

＜施設の維持管理＞ 

・調理機器メーカーや設備管理業者と保守契約を結び、調理機器や消防設備、遊具

などの保守点検を適切に実施しています。 

・つまずいたり転んだりする原因となっていた、駐車場アスファルト面のひび割れ（広

範囲に渡る）の補修工事を実施しました。 

・０歳児保育室の保育環境向上のために、特注パーテーション、専用の手洗い設備を
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設置しました。 

＜経費等＞ 

・前年度に１・２歳児組の利用定員をそれぞれ３名ずつ増やしたことにより、１・２歳児

の年度途中入所に対応できるようになりました。３歳以上児組の入所児童は減少傾

向にありますが、３歳未満児組はほぼ定員を満たしている状態であるため、安定的な

収支の状況を確保することができています。 

・前年度に比べ、維持管理費が大幅増となっていますが、前述の駐車場アスファルト

工事を始め、ホールの内壁塗装工事など、室内外の環境を良くするための工事を複

数実施したことによるものです。 

・古くなった蛍光灯照明器具をLED照明器具に交換する工事を実施しており（今年度

は玄関、給食室を交換）、省エネルギー化を進めています。 

 

 

施設担当課 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により行事計画等の変更もありましたが、感染

予防対策を徹底しながら工夫して行事を実施し、保育を継続することが出来ていまし

た。 

前年度から1.2歳児組の利用定員を増やし、年度途中の入所希望にも対応できる

ようになったことから、保育ニーズへの対応も充実されました。 

施設屋内外の維持管理については、計画的に工事・修繕を行っており、保育環境

を安全に保っていこうとする配慮が分かります。 

今後についても、子供達の安全、安心な居場所となるよう、更なる施設運営を期待

します。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ｓ Ｓ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ｓ Ｓ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ｓ Ｓ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ｓ Ｓ 

総合評価 A A 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


